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東⽇本⼤震災から10 年が経とうとしている今、改めて災害について対策を⾒直す重要性を感じている⽅も多くいらっ
しゃるのではないでしょうか。 
業界初の個⼈向け不動産コンサルティング・ホームインスペク
ション（住宅診断）を提供している “不動産の達⼈”株式会社
さくら事務所（東京都渋⾕区／社⻑︓⼤⻄倫加）はこの度、災
害の防⽌対策を今⼀度⾒直すことを⽬的とした「敷地と建物の
災害リスク簡易診断リスト」を公開します。 
「敷地と建物の災害リスク簡易診断リスト」は、「敷地」「⼾
建て」「旧耐震マンション」の３つのカテゴリから全25 項⽬
で、１つでもあてはまったら要注意です。 
当てはまる数が多ければ多いほど、災害リスクが⾼まります。 
ぜひご⾃宅の災害防⽌対策を⾒直す機会にご利⽤ください。 
 
 
 
 
 

【チェックリスト⼀例】 
【敷地】周囲に⽔⽥・沼地・⾕地はありますか︖ 
お住まいのまわりが⽔⽥や沼地、⾕地などが⽬⽴つ⼟地は、強固な地盤と⽐
較すると揺れやすく地震の被害を受けやすい可能性が⾼まります。 
 
【⼾建て】間取りは⻑⽅形よりも L 字や T 字など凹凸があ
る形状に近いですか︖ 
間取り図や平⾯図が⻑⽅形よりもL 字やT 字など複雑な形だと、建物の耐震
性が低い可能性が⾼まります。 
 
 
【旧耐震マンション】建物が⼤きくセットバックしていますか︖ 
建物を横から⾒たときに、下の階よりも上の階が2/3 より⼩さくなっている（セットバックしている）と、耐震性能
が低い可能性が⾼まります。 
 
 
 
 
 
 

 

■不動産の達⼈ 株式会社さくら事務所■（東京都渋⾕区／代表取締役社⻑︓⼤⻄倫加）https://www.sakurajimusyo.com/ 
株式会社さくら事務所は「⼈と不動産のより幸せな関係を追求し、豊かで美しい社会を次世代に⼿渡すこと」を理念として活動
する、業界初の個⼈向け総合不動産コンサルティング企業です。1999 年、不動産コンサルタント⻑嶋修が設⽴。第三者性を堅
持した⽴場から、利害にとらわれない住宅診断（ホームインスペクション）やマンション管理組合向けコンサルティング、不動
産購⼊に関する様々なアドバイスを⾏う「不動産の達⼈サービス」を提供、51,556 組*の実績を持っています。*21/2/28現在 

本件に関するお問い合わせ・取材のお申込みは、お気軽に下記までご連絡ください。

 株式会社さくら事務所 東京都渋⾕区桜丘町29-24 桜丘リージェンシー101 https://www.sakurajimusyo.com/ 
TEL 03-6455-0726 FAX 03-6455-0022  広報室 ︓⽯原・今野（こんの） press@sakurajimusyo.com  
広報直通LINE ID︓@143newvt ※LINE からもお気軽にお問合せください。
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詳細はこちら⇒ https://www.sakurajimusyo.com/guide/29114/


